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1. 事業概要 
1.1. 地域概要 

1.1.1. 地域特性 

八幡宮谷川が流れる相楽郡笠置町切山地内は、一級河川木津川の北側に位置

し、山腹斜面には住宅や水田が広がる里山的自然環境や景観を有する地域です。 

また、地域全体が地すべり防止区域となっています。 

                     下線部・・・用語集参照(以下同じ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図－１ 広域位置図】       【図－２ 詳細位置図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図－３ 八幡宮谷川全景写真】 
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1.1.2. 流域特性 

 

切 山 集 落 の 西 部 を 流 れ る 八 幡 宮 谷 川 は 、 支 川 を 含 め る と 長 さ 2.5km、 流 域 面 積 

0.458ｋm2の渓流で、国道163号を横断し木津川に流入しています。 

なお、地すべり防止区域を縦断する渓流であり、地すべり活動や堆積岩の風

化により弱くなった土壌の豪雨等による侵食が進んでいる状況です。 

上流域は杉林・竹林等に覆われた急な谷地形であり、渓流の侵食により倒木

や石礫が堆積しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中流域は棚田が広がっており、多くの沢が発達していますが、表面水の大半

が地面に浸透しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下流域はＶ字谷（写真番号⑤）となっており、岩盤が露出している箇所もあ

ります。過去の出水により渓流に土砂が堆積している箇所も見受けられます。 

 

 

 

 

 

 

 

写真番号① 写真番号② 

写真番号③ 写真番号④ 

写真番号⑤ 写真番号⑥ 
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【図－４ 流域特性図】 
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1-2.事業目的 

○本事業の目的 

八幡宮谷川は、土石流危険渓流に位置付けられており、渓流には多量の土砂

が堆積していることから、豪雨による土石流の危険性が高い渓流です。 

このため、砂防堰堤・渓流保全工を設置することにより、土砂災害から住民

の生命、財産を保全することを目的として砂防工事を実施しています。 

なお、当該地域では、別途地すべり防止対策事業を実施しています。 

 

○保全対象 

・人家16戸、ドライブイン１軒、耕地3.0ha、国道200m、町道440m 
 

 
 
 

  
  
  
    

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

1-３.事業内容 

砂防事業の内容は以下のとおりです。 
 

【表－１ 砂防事業内容】 
 

事業名 八幡宮谷川通常砂防事業 

事業箇所 京都府相楽郡笠置町切山地内 

事
業
概
要 

施
設
概
要 

堰堤3基 

本川堰堤：高さ 7.5m 、幅 35.0m(透過型)  

支川堰堤：高さ 8.0m 、幅 37.0m(不透過型)

本川既設堰堤(嵩上げ4.5m)：高さ 12.5m (不透過型)

渓流保全工 

1,010m 

 本川 幅 １.４m 、長さ 570m 

 支川 幅１.０m 、長さ 440m 

事業費  ７３０百万円（平成22年度末投資額累計：４87百万円）

 

写真－⑦ 保全対象（国道１６３号） 写真－⑧ 保全対象（人家全景） 
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【図－５ 事業目的図】 
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【図－６ 施設配置図】 
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【表－２ 整備計画量】 

既存堰堤 

砂防堰堤（施工済）

渓流保全工（施工済）

砂防堰堤堤（予定）

渓流保全工（予定）

既存施設

流域界

凡例

砂防堰堤（嵩上げ工） 

砂防堰堤 砂防堰堤

渓流保全工 渓流保全工

9,110 m3

事業着手前 既存堰堤 1,880 m3 1,880 m3 21 ％

平成22年度末 本川中上流 3,010 m3 4,890 m3 54 ％

支川中上流 1,300 m3 6,190 m3 68 ％

本川嵩上げ 2,920 m3 9,110 m3 100 ％

整備土砂量 整備率　B／A

計画流出土砂量　A

完成後

整備土砂量累計　B
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2．事業の進ちょく状況 

2-1.経過概要 

平成２２年度現在の進捗状況は、保全人家戸数が多い本川から先行して実施

し、本川側の砂防堰堤及び渓流保全工５７０ｍが完了しています。 

当初工程では、１０年間(平成13年度～平成22年度)での工事完了を予定し

ていましたが、以下の理由により工程に遅れが生じ、完成時期は4年遅れの平

成2６年度を予定しています。 

 

砂防事業着手後、切山地内で地すべりの兆候が確認されたため、平成14年度

から地すべり対策事業を並行して実施する必要が生じました。 

砂防事業単独で行う場合でも、切山地区（人家50戸）へ通じる町道は道幅（３

ｍ）が狭く急こう配であり、工事車両の通行や離合について地域住民との調整

が必要でありましたが、砂防事業と地すべり対策事業を同時に進めることによ

り、工事に伴う騒音、振動等による生活環境への配慮が必要となり、砂防工事

の期間や工事量の調整が不可欠となりました。 

併せて、こう配が非常に急な渓流では、資材等を索道により運搬しなければ

ならないなど、当初想定以上に工事の施工効率が低下し、表－３事業工程表の

とおり変更となります。 

 
【表－３ 事業工程表】

年度 13年 14年 15年 16年 17年 18年 19年 20年 21年 22年

本川

支川

本川

支川

年度 23年 24年 25年 26年

本川

支川

本川

支川

当
初
工
程

地すべり工事

当
初
工
程

変
更
工
程

変
更
工
程

地すべり工事
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写真－⑪ 索道を使用した工事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図－７ 渓流保全工施工個所の地形状況（本川）】 

 

 

 

【表—４ 事業進ちょく状況】 

全体事業費       7.3 億円 

（内用地費）      (0.5 億円） 

平成２１年度末までの投資事業額  4.7 億円   [64%] 

（内用地費） （0.３億円）[60%] 

平成２２年度末までの投資事業額  4.9 億円   [67%] 

（内用地費） （0.5 億円）[100%] 

写真－⑫ ワイヤーロープを巻く機械 

⑫ 
⑪
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3.事業を巡る社会経済情勢等の変化 
3-1.地域の状況 

当該地域における大きな山林伐採や開発はなく、土地利用状況及び土砂災害

の発生要因に大きな変化はありません。 

 

 

3-2.社会的状況 

近年、局所的なゲリラ豪雨が各地で発生し、鹿児島県奄美市や広島県庄原市

等での土砂災害に代表されるように、豪雨による土砂災害発生のリスクは一層

高まっています。 

 

4.事業費の投資効果及びその要因の変化  
4-1.費用便益比の算出 

当該事業では、土砂災害から地域住民の生命及び財産並びに唯一の生活道路

である町道や三重県と京都府を結ぶ主要な国道を守ることとしています。 

便益(B)は、事業着手年度(平成13年度)から事業完了(平成26年度)後50年が

経過する(平成76年)までの被害軽減便益等を対象に算出しています。 

費用(C)は、整備期間内における事業費や維持管理費を対象に算出しています。 

費用便益比（B/C）は、以下のとおりです。 

 

 

【表－５ 事業便益比の比較表】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 便益及び費用は、平成22年を基準に現在価値化しています。 

※ 土石流対策事業の費用便益分析マニュアル(案)【建設省河川局砂防部（平成１２

年２月）】に準拠して算出しています。 

※ 維持管理費は、累加投資額の０．５％を見込んでいます。 

 

 

評価時点 今回評価 残事業の評価

便益（B) １１．４０億円 ３．０９億円

費用（C) ７．５１億円 ２．１３億円

Ｂ／Ｃ 1.5 1.5
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5.事業の進ちょくの見込み  

平成22年度に用地買収を完了する予定であり、平成23年度からは残る堰堤

2基及び渓流保全工の工事を進めます。 

 

 

6.コスト縮減や代替案立案等の可能性等  
6-1.コスト縮減の可能性 

本川下流部の既存施設を嵩上げし有効に活用することでコスト縮減を図って

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図－８ 既設堰堤の嵩上げイメージ図】 

 

写真－⑬ 上流側を嵩上げした堰堤(他工事)

既存堰堤 

嵩上げ部分 

上流側 下流側 

１．０ｍ 
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6-2.代替案立案等の可能性 

平成２２年度までに地元住民の同意を得て用地買収もほぼ完了する見込みで

あり、現計画により工事を進めるのが最良と考えています。 

代替案の比較検討は、以下のとおりです。 

 
【表－６ 代替案の比較検討表】 

 

 

 

 

 

 

堰堤

渓流
保全工

本川
下流

堰堤
嵩上げ

・ 支川上流域の土砂を堰
堤で捕捉

・ 支川上流域の土砂を堰
堤で捕捉

・ 支川中流域及び上流域
の土砂を渓流保全工で
抑制

・ 支川中流域から発生す
る土砂を渓流保全工で
抑制

・ 支川中流域及び下流域
からの土砂を既設堰堤
（嵩上げ）で捕捉

・ 下流域からの土砂を既
設堰堤（嵩上げ）で捕
捉

・ 下流域からの土砂を既
設堰堤（嵩上げ）で捕
捉

・ 代替案１と２の中位

　　　　　　　（△）

・ 堰堤工のみであり、工
事範囲が狭く工期短縮
が図れる　　　 （○）

・ 急斜面の上流域では渓
流保全工の施工が困難
　　               （×）

・ ２２３，０００千円

　　　　　　　（○）

・ ２９１，０００千円

　　　　　　　（△）

・ ３４５，０００千円

　　　　　　　（×）

・ 山腹崩壊及び中流域の
荒廃による土砂流出が
防止できる。　（○）

・ 中流域の荒廃を防止で
きない
　　　　　　   （×）

・ 山腹崩壊等による土砂
流出が防止できない
　　　　　　   （×）

総合判定

代替案－１現計画

高さ　１２．０ｍ 高さ　１２．０ｍ
残
工
事
内
容

長さ　　５７０ｍ

高さ　１２．５ｍ 高さ　１５．５ｍ

－

代替案－２

－

長さ　１，１７０ｍ

施工範囲が広くなり施工
性及び経済性に劣る
　　　　　   　　（×）

地下水浸透抑制効果がな
く、経済性にも劣る
　　　　　　 　　（△）

経済性や地域条件から最
も優位な計画である
　　　　　　　 　（○）

高さ　１２．５ｍ

施設整備による効果

経済性

支川

施工性

計画概要図

計画内容

渓
流

保
全

工

堰堤 堰堤

渓
流

保
全

工

堰堤

＜支川＞＜本川＞

堰堤 堰堤
渓

流
保

全
工

堰堤

＜支川＞＜本川＞

渓
流

保
全

工 堰堤

渓
流

保
全

工

堰堤

＜支川＞＜本川＞

完
成
済

完
成
済

完
成
済
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7.良好な環境の形成及び保全   

水辺の再生や美しい棚田などを維持するため、渓流保全工にカゴ枠や砕石な

どを用いて自然環境の回復に配慮しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図－９ 渓流保全工の標準断面図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  【写真－⑭ 植生の回復状況】 

 

 

8.総合評価 
 

総合評価として、本計画で事業を継続する必要があります。 

３．６～４．４ｍ 

１．０～１．４ｍ 

１．５ｍ 
～ 
２．０ｍ 
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■ 「環」の公共事業構想ガイドライン評価シート 

 

『
わ  

環』の公共事業構想ガイドライン評価シート 

 

 作成年月日  平成22年 10月15日

作 成 部 署   建設部交通部砂防課

事 業 名   八幡宮谷川 通常砂防業務 地 区 名   相楽郡笠置町切山地内

概算事業費         730百万円  事業期間  H 13～H26

事 業 概 要   砂防えん堤2基、渓流保全工1,010m 

目指すべき 
環境像 

  施工地及びその周辺は、豊かな自然環境が保持され、また八幡宮や切山の棚田・

 里山など美しい自然景観も残されています。 
  事業実施に際しては、渓流保全工に京都産の間伐材を使用するなど、環境・景観  
 への影響を調査及び配慮し、安心・安全な地域づくりを目指しています。 

関連する 
公共事業  

  地すべり防止対策事業  

 評 価 項 目  
 施 工 地 の環 境 特 性 と目 標

環境配慮・環境創造の 
 ための措置内容 

環境
 

 評価  主要な評価の視点  選定要否 

 
 地 
 球 
 環 
 境 
 ・ 
 自 
 然 
 環 
 境 

 地球温暖化(CO2排出量 
 等) 

  ・流域の下流域は、スギ・

 ヒノキといった人工林の植

 林となっているが、上流域

 ではアカマツなどの天然林

 が生育するなど里山が残っ

 ているため、改変などを極

 力避ける必要がある。 

 ・本川堰堤の形式について

 は、透過型を採用すること

 で、適正な土砂移動及び渓

 流の生態系の連続性を保 
 ち、良好な自然環境を可能

 な限り残すものとする。 

 地形・地質  ○ 3

 物質循環 (土砂移動)  ○ 3

 野生生物・絶滅危惧種  ○ 3

 生態系  ○ 3

 その他  

 
 
 
 
 
 
生 
 

活 
 

環 
 

境 

 ユニバーサルデザイン   ・工事用進入道路に民家が

 隣接しているため、工事車

 両が通行することにより、

 騒音・排ガス等が増加する

 可能性があり、極力抑制す

 る必要がある。 

 ・騒音、排気ガス等を抑制

 するため、砂防工事と地す

 べり工事の工事量を調節 
 し、近隣住民の生活環境の

 悪化を防ぐ努力を行う。 

 水環境・水循環  

 大気環境  

 土壌・地盤環境  

 騒音・振動  ○   3

 廃棄物・リサイクル  ○ 3

 化学物質・粉じん等  

 電磁波・電波・日照  

 その他  

 
 地 
 域 
 個 
 性 
 ・ 
 文 
 化 
 環 
 境 

 景観  ○  ・計画地周辺には、地域の

 代表的な文化的景観である、

 八幡宮や切山の棚田などが

残されており、これらへの影

響に対して配慮が必要であ

る。 

 ・コンクリート構造物の使

 用を極力避けるとともに、

 自然植生が早期に回復でき

 る構造を検討する。 

3

 里山の保全  ○ 3

 地域の文化資産  ○ 3

 伝統的行祭事  

 地域住民との協働  ○ 3

 その他  

 外 部 評 価  
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■費用便益分析結果総括表(全体) 

 

事業名 八幡宮谷川 通常砂防事業 

事業所管課 砂防課 

 

1 算出条件 

算出根拠 土石流対策事業の費用便益分析マニュアル(案)（平成１２年２月）

基準年 2010年(平成22年) 

事業着手年 2001年(平成13年) 

事業完了予定年 201４年(平成2６年) 

便益算定対象期間 供用後50年 

 

2 費用 (単位：億円) 

 事業費 維持管理費 合計 

単純合計 6.95 1.75  8.70

基準年における 
現在価値(C) 

6.87 0.64 7.51

※事業費、維持管理費の内訳は別紙のとおり 

 

3 便益 (単位：億円) 

検討期間の総便益 
(単純合計) 

26.51 

基準年における 
現在価値 

11.40 

残存価値 - 

総便益(B) 11.40 

※便益の内訳は別紙のとおり 

 

4 費用便益分析比 

B/C 11.40   /   7.51 1.52
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●費用の内訳 

1 事業費 (単位：億円) 

 単純合計 現在価値 

工事費 5.16 5.11

用地費・補償費 0.46 0.45

その他経費 
(測量試験費等) 

1.33 1.31

合計 6.95 6.87

 

2 維持管理費 (単位：億円) 

 単純合計 現在価値 

維持管理費 
(看板修繕、除草等の費用) 

1.75 0.64

合計 1.75 0.64

 

3 総費用 (単位：億円) 

 単純合計 現在価値 

(C)  8.70 7.51

 

●便益の内訳 (単位：億円) 

 単純合計 現在価値 

一般資産被害額 19.86 8.53

公共土木施設等被害額 2.03 0.87

人的被害 4.62 2.00

便益合計 26.51 11.40

残存価値 -

総便益(B) 11.40
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■費用便益分析結果総括表(残事業) 

 

事業名 八幡宮谷川 通常砂防事業 

事業所管課 砂防課 

 

1 算出条件 

算出根拠 土石流対策事業の費用便益分析マニュアル(案)（平成１２年２月）

基準年 2010年(平成22年) 

事業着手年 2001年(平成13年) 

事業完了予定年 201４年(平成2６年) 

便益算定対象期間 供用後50年 

 

2 費用 (単位：億円) 

 事業費 維持管理費 合計 

単純合計 2.23 0.55  2.78

基準年における 
現在価値(C) 

2.01 0.12 2.13

※事業費、維持管理費の内訳は別紙のとおり 

 

3 便益 (単位：億円) 

検討期間の総便益 
(単純合計) 

7.19 

基準年における 
現在価値 

3.09 

残存価値 - 

総便益(B) 3.09 

※便益の内訳は別紙のとおり 

 

4 費用便益分析比 

B/C 3.09   /   2.13 1.45
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●費用の内訳 

1 事業費 (単位：億円) 

 単純合計 現在価値 

工事費 2.23 2.01

用地費・補償費 0 0

その他経費 
(測量試験費等) 

0 0

合計 2.23 2.01

 

2 維持管理費 (単位：億円) 

 単純合計 現在価値 

維持管理費 
(看板修繕、除草等の費用) 

0.55 0.12

合計 0.55 0.12

 

3 総費用 (単位：億円) 

 単純合計 現在価値 

(C)  2.78 2.13

 

●便益の内訳 (単位：億円) 

 単純合計 現在価値 

一般資産被害額 5.38 2.31

公共土木施設等被害額 0.56 0.24

人的被害 1.25 0.54

便益合計 7.19 3.09

残存価値 -

総便益(B) 3.09
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◆ 用語集 
①地すべり 

地下水などの影響により斜面の一部や全部がゆっくり

と斜面下方に移動する現象。被害が広範囲に及ぶことがあ

る。 

 

 

②地すべり防止区域 

地すべり地域の面積が一定規模以上のもので、河川、道路、官公署、学校などの公共建

物、一定規模以上の人家、農地に被害を及ぼすおそれのあるものとして、国土交通大臣が

指定した土地のこと。 

 この土地においては、地下水を増加させる行為、地表水の浸透を助長する行為、のり切、

切土、工作物の設置など地すべりの原因となる行為が制限される。 

 

③土石流 

山地斜面の崩壊や渓流の侵食によって堆積した土砂や

石等が、梅雨や集中豪雨による雨水と共に、一気に流下す

る現象。 

 

 

 

 

④砂防堰堤 

 土砂災害防止のための施設。大雨時などに上流から流下する土砂を一時的に貯留する。

土石流発生時においても、土砂の流下を防ぎ、流れの力を弱めるなど、下流の被害発生を

軽減する。 

 

⑤渓流保全工 

流路の是正や縦断勾配の規制によって、乱流の発生や侵食によ

る崩壊を防止するため設置される施設。 

 

 

 

 

 

 

⑥透過型砂防堰堤 

 土石流発生時には土石流を確実に捕捉し、平常時の

流出土砂は下流に透過させる構造の砂防堰堤。上流か

ら土砂が供給されるため、下流の河床低下に対処する

ことができる利点がある。 
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⑦不透過型砂防堰堤 

 土石流発生時だけでなく、平常時の流出土砂につい

ても貯留する構造の砂防堰堤。従来から多くの箇所で

実施されている構造の砂防堰堤。 

 

 

 

 

 

 

⑧索道 

 空中に架け渡したワイヤーロープに搬器を吊して、

資材等を運搬するもの。 

 ロープウェイやリフトなどのこと。 

 

 

 

 

 

 

⑨カゴ枠 

カゴ状の金網や鉄筋を組み立て、枠内に中詰材(石

材)を投入した構造で、形成され擁壁や護岸に用いる。 

 

 

  

 


